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知恵産業のまち・京都の推進

●返済は元金均等月賦返済
　（残債方式で、利息は毎月減額）
●信用保証協会による保証も不要
●融資限度額の範囲内で、マル経の借替の利用もＯK
●返済期間は、設備：10年以内　運転：7年以内
　（運転資金1年以内、設備資金2年以内の据置も可）
※ご相談の内容によっては、ご希望に沿えない場合があります。

融資の条件
●従業員数が20人以下
　（商業・サービス業では5人以下）の事業者の方
　（ただし、法人役員、家族従業員、パートは除く）

●従前から商工会議所の経営指導を受けている方
●所得税・法人税・事業税・住民税を完納している方
●日本政策金融公庫の融資対象業種の方
●京都市内で、最近１年以上営業している方

利用の対象 融資限度額
1,500万円
（設備・運転を併せた限度額）

金　利
1.85％

（平成23年11月14日現在）
※この融資限度額・返済期間などの取扱は、平成24年3月末日の日本政策金融公庫受付分までです。

マル経資金融資（小規模事業者経営改善資金融資）

無担保で保証人不要、低金利の融資制度無担保で保証人不要、低金利の融資制度
手数料無料

「
知
恵
の
経
営
入
門
」
セ
ミ
ナ
ー

会
社
の
強
み
を
伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー

「
知
恵
の
経
営
」
報
告
書

　

本
所（
京
都
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、「
知
恵
の
経
営
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。「
知
恵
の
経
営
」と
は
、人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
目
に
見
え
な
い
資
産
を
再
確
認
し
、

活
用
す
る
こ
と
で
、「
知
恵
の
経
営
」
報
告
書
へ
の

理
解
を
深
め
る
機
会
で
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日　

時　

12
月
5
日
（
月
）　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場　

所　

京
都
商
工
会
議
所　

役
員
室
（
３
階
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
第
１
部
】
講
演
「『
知
恵
の
経
営
』
報
告
書
で
届
け
る

あ
な
た
の
会
社
の
価
値
ス
ト
ー
リ
ー
」（
仮
）

　
　

有
限
会
社
ツ
ト
ム
経
営
研
究
所 

代
表
取
締
役

森
下　

勉 

氏

【
第
２
部
】
事
例
紹
介
「
当
た
り
前
の
中
に
、
そ
し
て

当
た
り
前
を
く
つ
が
え
す
中
に
『
知
恵
』
が
あ
る
」（
仮
）

　
　

株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
フ
ァ
ー　

代
表
取
締
役

落
合　

隆
治　

氏 

ほか

●
参
加
費　

無
料

　

12
月
１
日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
込
・
お
問
合
せ　

知
恵
産
業
推
進
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５-

２
１
２-

６
４
７
０

人
事
労
務
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

「
中
小
企
業
の
退
職
金
制
度 

今
後
、
主
流
に
な
る

『
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金
制
度
』
の
考
え
方
と
作
り
方
」

　
「
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金
制
度
」
は
、
退
職
金
額
決

定
の
方
法
と
し
て
多
く
の
大
企
業
で
採
用
さ
れ
、

従
業
員
の
努
力
や
功
績
に
報
い
る
新
し
い
退
職
金

制
度
と
し
て
、
今
後
中
小
企
業
で
も
普
及
が
必
至

の
仕
組
み
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
小
規
模
・
中
小
企
業
に
も
導

入
可
能
で
、
か
つ
企
業
の
負
担
増
を
伴
わ
な
い
「
ポ

イ
ン
ト
制
退
職
金
制
度
」の
意
義
や
効
果
を
解
説
し
、

プ
ラ
ン
作
り
の
実
務
を
経
験
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日　

時　

12
月
７
日
（
水
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場　

所　

か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
「
双
舞
」（
２
階
）

　

市
営
地
下
鉄
烏
丸
線
「
四
条
」
６
番
出
口
す
ぐ

●
講　

師　

堀
内　

潤 

氏

　

株
式
会
社
ウ
ェ
イ
グ
ッ
ド 

代
表
取
締
役
／

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー 
１
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン
ナ
ー

●
参
加
費　

無
料

　

12
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
込
・
お
問
合
せ　

共
済
・
労
務
担
当
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０
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４
６
３

も
の
づ
く
り
中
小
企
業
生
産
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

「
円
高
」に
立
ち
向
か
う
中
小
企
業
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

　

京
都
府
で
は
、
急
激
に
進
む
円
高
に
対
応
す
る
製
造
業
等
の
事
業
所
を
対
象
に
、「
も
の
づ
く
り

中
小
企
業
生
産
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
製
造
現
場
で
の
様
々
な
改
善
に
向
け
て
、
３
ヶ
月
程
度
集
中
的
に
現
場
に
精
通
し
た
外
部

専
門
家
を
派
遣
し
、
そ
の
専
門
家
へ
の
謝
金
を
補
助
し
ま
す
（
１
〜
４
回
目
は
全
額
補
助
、
５
〜
８

回
目
は
１
回
当
た
り
２
５
、０
０
０
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

円
高
対
応
で
製
造
現
場
の
見
直
し
を
ご
検
討
さ
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ
本
所
経
営
支
援
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ　

裏
面
記
載
の
各
支
部

東
日
本
震
災
復
興
支
援・遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

機
械
設
備
の
無
償
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

本
所
で
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所
と
共
に
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
津
波
な
ど
で
機
械
を
流
出
・
損
壊
し
た
事
業
者
の
復
興

支
援
を
図
る
た
め
、
府
内
の
事
業
者
か
ら
遊
休
機
械
等
を
無
償

で
提
供
い
た
だ
き
、
被
災
地
事
業
者
の
要
望
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
「
遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
使
用
せ
ず
に
眠
っ
て
い
る
機
械
、
入
れ
替
え
等

で
不
要
に
な
る
機
械
な
ど
、
遊
休
機
械
を
お
持
ち
の
事
業
所
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ　

企
画
・
計
画
担
当

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
７
５-

２
１
２-

６
４
６
７

12
月
の
経
営
相
談
窓
口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
！

　

本
所
で
は
、
年
末
を
控
え
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
資
金
繰
り
や
経
営
改
善
を
支
援

す
る
た
め
、
12
月
１
日
（
木
）〜
22
日(

木)

（
土
・
日
を
除
く
）
の
期
間
、
経
営
相
談
窓
口
の
受
付

時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、
ご
相
談
に
対
応
致
し
ま
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
ま
で　

※

通
常
は
５
時
で
終
了　

　

●
実
施
場
所　

京
都
商
工
会
議
所　

洛
央
支
部

　

●
相
談
内
容　

資
金
繰
り
相
談
、
経
営
改
善
相
談
な
ど

※

午
後
５
時
以
降
の
ご
相
談
は
な
る
べ
く
事
前
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
（
予
約
な
し
で
も
承
り
ま
す
）。

★被災地では次のような機械を探しています

機械 旋盤、フライス旋盤、ボー
ル盤、コンターマシン、
レーザー加工機、研削盤、
シャーリング、油圧プレス
ブレーキ、鋸盤 など

工具 測定工具、切削工具、電
動工具、作業工具 など

産機 コンプレッサ、溶接機、梱
包機、切断機 など

水産加工機械 選別機、スライサー など



ご相談は事業所のある行政区の各支部へ

TEL 075-212-6467・6460
FAX 075-256-9743
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル6階・1階

（上京区・中京区・下京区・
　　　　 東山区・山科区）

本部・洛央支部

丸太町通

地下鉄東西線

地
下
鉄
烏
丸
線

●京都商工
会議所ビル

烏丸御池駅

丸太町駅

御池通

烏
丸
通

竹屋町通

夷川通

京都新聞社

TEL 075-314-8771
FAX 075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション１階

（右京区・西京区）洛西支部

西
院

く
め
マ
ン
シ
ョ
ン

1
階

●
東
京
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

嵐
電
西
院
駅

●●
京都銀行

西
院
駅

京都中央
信用金庫

西
大
路
通

佐
井
西
通

佐
井
通

四条通

阪
急
京
都
線

京
福
嵐
山
線

●
京
都
信
用
金
庫

TEL 075-611-7085
FAX 075-603-2601
伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階

（伏見区・南区）洛南支部

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市

　

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

京
都
総
合
サ
ー
ビ
ス

第
2
ビ
ル
1
階

TEL 075-701-0349
FAX 075-791-8505
左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階

（北区・左京区）洛北支部

アトリエフォー
1階

〒
●

バ
ス
停　

高
木
町
○

バ
ス
停

○
高
木
町

●
京
都
銀
行

北大路通 高木町
交差点

京
都
中
央
信
用
金
庫
●

松
ヶ
崎
通

下
鴨
本
通

京商はんなり共済
（グループ保険生命共済制度）

割安な掛け金で充実した保障。一日24時間一年365日をサポート

業務災害補償プラン業務災害補償プラン

様々な労災リスクから企業経営を守る新しい保険。
保険料最大約５５％割引。

相談無料

秘密厳守

専門相談
のご案内
経営のご相談に専門家が
適切なアドバイス。
お気軽にご利用ください。

洛央支部にて実施中!

契約や取引に関するトラブルに…
事業に係わる法律 毎週（火） 弁 護 士午後1時～午後4時

受付は3時30分まで

マーケティングや生産管理、IT活用に…
経　営 第1~4（水） 中小企業

診 断 士
午後1時～午後4時
受付は3時30分まで

税金や確定申告に…
税　務 税 理 士午後1時～午後4時

受付は3時30分まで第1~4（木）

雇用・労務管理に…
雇用･労務管理 第2・4（金） 社会保険

労 務 士
午後1時～午後4時
受付は3時30分まで

会社関係登記に…
不動産登記･会社関係登記全般 司法書士予 約 制

実用新案・商標・著作権などに…
知的財産権 弁 理 士予 約 制

アジアをはじめとする海外展開に…
国際ビジネス 専　　門

アドバイザー
予 約 制

産業振興部（075-212-6442）

店舗の魅力アップに…
店舗デザイン 商　　業

施 設 士予 約 制

相談分野 実施曜日 相談時間 専門相談員

【現地派遣型経営相談】　
や、【記帳指導】も実施中！
詳しくはお問い合わせ

ください。

地域活性化推進委員団体のご紹介地域活性化推進委員団体のご紹介
京都の振興・活性化と中小企業の経営向上を図るため、地区内の
民間業種団体並びに地域団体の役員の方に「地域活性化推進委員」
と「特別協力委員」を委嘱しています。

深草商店街振興組合

　深草商店街は、江戸時代には、西国諸大名が参勤交代で行列したと
いう本町通り沿いにある地域密着型の商店街です。日露戦争中に旧陸
軍第16師団が創設されたことから、当時は軍隊の町として栄え、現在も
「師団街道」などの通り名が残されています。
　「地域のまんなか　暮らしのまんなか　深草商店街」という新しいキャッ
チフレーズを掲げ、商店街を深草地域活性化の中心的な担い手として位
置づけた取組みを行っています。本年5月28日（土）には、京都初とな
る「100円商店街」を、商店街の振興とまちの賑わい創出の一環として
開催し、1万人以上が商店街を訪れました。11月26日（土）午前10
時から午後2時には、第2回の
「100円商店街」を開催。商店街
の既存店だけでなく、空きスペース
に学区内の各種団体や一般の
方々が出店し、地域一体でまちを
盛り上げています。

三井　照雄
伏見区深草直違橋3-379
075-643-0336

代表者
所在地
T E L主な活動

京都府建築工業協同組合

　かつてふつうの住宅であった京町家は、時代の
移り変わりで一度は忘れられ、今再び脚光を浴びて
います。それは社会が昔はあたりまえの家であった京
町家に、今の家が失いかけた良いものを再発見した
からに他なりません。私達建築組合は、京町家が
再評価される以前から、伝統建築の担い手として再
生に努力を重ねてきました。その成果は建築基準法
に適合する京町家の新築を可能とし、さらにこれからの環境を大切にする
社会では伝統建築の応用が大きな意味を持つと期待されています。
　東日本大震災はふつうの暮らしが如何にかけがえのないものかを気づか
せ教訓を与えました。あたりまえ、ふつうと思うものをもう一度見直し、大
切にする社会は健全な道を歩みます。建築組合は、大切なふつうを守り
続ける組合として100年を越えて活動してきました。私達はその伝統に誇
りをもって、ふつうの組合であることに胸を張り、組合活動を前進させる
キャンペーンを始めます。それが｢ふつうの組合 建築組合｣です。

藤本　髙信
上京区葭屋町下立売下ル
075-802-1281

代表者
所在地
T E L主な活動


